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⑥ 会良 ・運営委員の 選挙が施行されます。 

投票 ダ 切目 は 1 1 月 2 0 日です。 

⑨会長が最初の 選挙結果で決められない 場合は第 2 次投票が行なわ 

れますので，第 2 次投票用紙など 保存下さい。 

⑨同封の会員名簿はサーキューラー 騰 12 とともにおとどけした 会 

員からの記入事項によりましたが ， どと けられない会員の 場合 ｜ 口 

名簿通りになっています。 訂正事項はできるだけ 早く事務局 宛 おと 

どけ 下さい 0 
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ⅠⅠⅠ 選挙について 

第二回の選挙は・ 京都大学の方々に 選挙管理委員会を 構成していただき ，次のような 要領に 

したがって施行されます。 全会員が 御 投票下さるようお 願い申し上げます。 ( 事務局 )           

第 2 回会長および 運営委員選挙について 

会長および運営委員選挙は 次頁に記した 従来通りの施行細則によって 実施いたします。 下記 

の点に 御 留意の上，郵送による 投票をお願い 致します。 

    選挙に必要なものとして ，このサーキュ ヲ 以外に下記のものが 同封してあ るので確認して 

下さい。 

( ィ ) 会員名簿 仲 ) 投票用紙一一会長弟 ] 次席，第 2 次用および運営委員 m 計る 枚 

㈹投票用紙封入用封筒 2 種類 5 枚 ㈲郵送用封筒 2 枚 
2. 選挙人および 被選挙人は名簿および 本号のサーキニ ーう に掲載されている 全通常会員てす。 

だだし，被選挙人については ，下記 7.8 を参照して下さい。 
5. 会長については ，第 1 次選挙で決まらない 場合，上位得票者る 名を第 2 次選挙の被選挙人 

とします。 したがって第 1 次選挙の結果にもとづき ，あ らためて郵送による 第 2 次選挙を ハ 

ガキ でお願いします。 

4. 2 種の投票用紙は・それぞれ 会長用，運営委員用の 封筒に入れ厳封の 上，郵送用封筒に 入 

れ (2 0 円 切手貼付 ) 選管 宛 郵送し モ 下さい 0 

5. 投票 グ 切は 1 1 月 2D 日午後 4 時としそれまでに 到着したもののみを 受付げます。 ダ 初日時   

までに必着するよ う 郵送して下さい。 

6. 開票は l M 月昭 0 日午後 5 時から京都大学理学部 動 ・植物学教室内で 行ない，茶具に 公開 

します。 変更の時は，同教室内に 掲示します。 

Z  会則第 5 条第 1 項に よ り， 団 勝磨 氏は会長の被選挙権 があ りません。 

8. 会則第 5 条第 2 項により，下記の 会員は運営委員の 被選挙権 があ りません。 

天 野 実 ・，飯野徹雄 ・ 江 口 吾郎 ・ 岡 田 節 人 

福山正雄 ・ 竹内郁夫 ・ 古谷雅樹   山名清隆 
( 以上 5 D 音 順 ) 

1 9 7 2 年 1 0 月 1 0 日 

日本発生生物学会第 3 回会長・運営委員選挙管理委員会 
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    れなければ・ならないっ   

2, 投票は 1 4 名連記とし， 被 投票者の姓名を 門記すること ，だだし，同姓同名の 被 選 

挙人が 2 人もしくはそれ 以上あ る場合は，住所・ 所属機関などを 付記すること。   
第 4 条第 3 条に従りて記載された 投票を有効とする。 だ憾セ 記名 遮 れた数 力阻撰 " 名掻週不 ，   

居合 あ ゑ胡合は無効． とニ ，一連記 き 典だⅡ -% 卒中， - 女に人を指すか 判別不可能な 記名 - 
  

・があ 毘忙 場合Ⅰ 打 - ぞ万語 茗采げ凄 夷草 劫 七 - し Ⅰ他は摘 劫と 去る。 その他の有効。 無効 

ほ ついての決定は 選挙管理委員の 協議によって 行なう。 
  

  
第 5 条 当選者は得票数の 多いもの 1 4 名とする。 ただし，得票数で 上位 1 4 番目までに 同 

数 得票者があ り，その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含めた数が 1 5 あ るい 

はそれを超える 場合は下位の 同数得票者について 選挙管理委員の 抽選によ り 当選者   

を 決定する。     

第 6 条会長が運営委員 よ り選ばれた場合は 次点者をくりあ げる。 
  

第 7 集 ( 会長の場合と 同じ一一省略 )   

    
  

Ⅱ 第 5 回総会および 第 8 回運営委員会報告     
    

  
  

運営委員会は 大会前日 (8 月 28 日 ) 野口英世記俳館で 行なわれだが ，そこでの討議事項 
  

ほ ついては，総会で 報告され審議されているので ， こ ㌔で一括報告する。 総会は大会第 2 日 

(8 月 30 日 ) 午夜江上信雄氏の 司会で始まり 樋渡宏一氏を 議長としそ進められ 憶 主な   

内容は次の通りであ る・   

1. 大会本部を代表して 古谷雅樹氏から ，来会者に対する 挨拶ののち，大会に 関する経過 報 

告 が行 せ われ，約 230 名の大会参加者があ った 旨 ，報告された。   

2. 団 会長は ，ガ 本学会設立当初における 懸魚もあ ったが，この 数年間に会員の 努力のおか 

げで 規 道や乗ることができ ，それなりに 独自の役割をはたすことが 可能になってきたり 

い う 意味味の挨拶をされた。 因に， 団 会長は会則で 連続三連ができないため．今期で 会長 

の座を去されることになる。 

3. 事務局報告は ，海外出張中の 柳 島 幹事長の代りに 加藤庶務幹事が 行った。 そのなかで， 

ィ V, 会長および運営委員会選挙を 本年 1 1 月に行な う こと。 ， 口 ) 選挙管理委餐会を 京都大 
田戸 
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学 に設置して， ハ ) 管理委員衷を 竹内郁夫氏にすること。 が報告された。 また・ DGD 編 

集 委員 として竹内郁夫氏の 名が，欧文 誌 および，前回のサーキュラー 記事中でもれてい 
  

たことにつき ，おわびと共に 訂正報告がされた。 

4. 欧文 詰 (DGD) 編集委員会の 報告は，福山主幹から 行なわれ，第 2 期編集委員として ， 

主幹， 椙山 正雄 ( 名犬 ) , 天野実 ( 国立がんセンタ 一 ) , 団 亡子 ( お茶人 ) , 古谷雅樹 ( 

東大 ) , J, G, Nace (S ソ ガン 大 ) , 岡田節人 ( 東大 ) , 大西 英爾 ( 名犬 ) , 柳島   

直彦 ( 大阪市大 ) , 竹内郁夫 ( 京人 ) , 金谷晴夫 ( 東大 ) , 丸山工作 ( 宗太 ) の諸氏が ，   

運営委員会および 主幹によりて 選ばれたことが 報告された。 また，編集委員の 定数 9 名を 

1 名超過しているが ，今回にかぎり ，認めてほしい 旨 報告があ り総会にて承認された。 

5. 単行本編集委員会を 代表して古谷雅樹氏から ，本年 -5 月に，学会編の 単行本の第 3 冊目 

「エイジンバの 生物 判 が発刊されたこと ，また，第 4 冊目は「動物の 器官形成」，第 5 

冊目は「発生におけるリズム」 ( 仮題 ) が，発行予定であ ることが報告された。 また， 第 

5 冊目から執筆料が ， 1 枚 7 00 円から 9 口 0 円に改定されだ。 

6. 昭和 46 年度決算および 昭和 47 年度予算案について・ 石崎会計幹事から 報告されだ。 

決算については 巌佐 ，中村，画会計監査の 名で，中村氏により 監査結果が報告された。 総 

会は決算および 予算案を承認した。 詳細は，別記会計報告 ( 5 . 頁 ) を参照いただきたい。 。 

2  次期大会 ( 第 5 回 ) の開催地は，京都と 決定された。 主催 地 側から，江口吾郎氏から ， 

昭和 48 年 8 月末に，大会を 開催する予定であ ると報告された。 ( 別記 5 頁参照 ) 

8. 運営委員会では ，会計幹事から ，会費の納入状況が 詳細に報告され ，審議の結果，会費 

未納 1 年で，欧文誌の 発送を停止することに 決まった。 ( 会費は・前納 制 であ るので， た 

仕とえぱ，昭ま 「 148 年 ] 月にな ゥ ても， 47 年度会費を納入 レ ていない会員については ， 

4 8 年度から欧文誌の 発送を停止する。   ( 庶務幹事記 
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